
Application Brief

Agilent Seahorse XF テクノロジーは
ノロウイルス研究に
強⼒な機能的計測を提供する

病原性ウイルスは、感染の最適条件を確⽴するために、⼀般に宿主ミトコンド
リアと細胞の代謝経路をターゲットとして巧みに操作します1。

異なるウイルスには宿主⽣物においてニッチを確⽴するための固有の戦略があ
り、宿主の代謝に対するメカニズムと影響はウイルスのタイプに依存します。

特定のウイルスが宿主の代謝経路と中間体をどのように変化させるのかを同定
する研究は、ウイルス感染と戦う開発途上の有効な治療法のための有望な領域
となります。

Agilent Seahorse XF テクノロジーは、宿主-病原体反応をモニターするため
に、⽣きた細胞のリアルタイムでの重要な機能的計測を提供し、ウイルス侵⼊
のメカニズムを明らかにします。そして、潜在的な治療ターゲットに対する洞
察を提供します。

Agilent Real-Time ATP Rate Assayを⽤いることにより、マウスのマクロ
ファージ細胞のノロウイルス感染が、解糖とOXPHOSの増加を伴いながら全
体的なATP産⽣速度の増加をもたらすことが明らかになりました2。しかしな
がら、より⾼い⽐率の解糖由来のATPが感染細胞で⽣じました。2-デオキシグ
ルコース (2DG) で解糖を阻害することにより、モック感染および感染細胞に
おいて解糖由来のATPの⽐率が低下しました。結果は、ノロウイルス感染の間
に解糖とOXPHOSが増加するものの、感染の間はOXPHOSよりも解糖が顕著
な役割を果たすようであることを⽰しています。
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※本文書に記載の製品は、すべて研究・実験用です。
  人・動物の診断あるいは治療等の臨床用途に使用することはできません。
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